
（1） ３年７月１５日 第620号昭和43年７月30日（第３種郵便物認可）（毎月１回・15日発行）令和

発行所　全国道路利用者会議
〒１００－００１３
東京都千代田区霞ヶ関３－３－１
尚友会館６階
電話　０３－３５０１－５６１１㈹
発行人　小林　勉
定価　20 円（会員の購読料は会費に含む）

THE ROAD NEWS No.
年 月号令和

令和３年度

推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

３ ７
620

　

今
通
常
国
会
で
成
立
し
た
踏

切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法

律
第
９
号
。
以
下
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
、
道
路
法

（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０

号
）
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県

に
よ
る
市
町
村
管
理
道
路
の
災

害
復
旧
等
の
代
行
制
度
（
都
道

府
県
災
害
代
行
制
度
）
が
創
設

さ
れ
た
。

　

政
府
は
、
本
制
度
の
施
行
期

日
を
令
和
３
年
６
月
20
日
に
定

め
る
政
令
と
、
都
道
府
県
が
代

行
す
る
権
限
等
を
定
め
る
関
係

政
令
を
６
月
15
日
に
閣
議
決
定

し
た
。

【
１
．
背
景
】

　

近
年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化

・
頻
発
化
を
踏
ま
え
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
市
町
村
（
地

方
自
治
法
の
指
定
都
市
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
が
管
理

す
る
道
路
（
指
定
区
間
外
の
国

道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村

道
の
う
ち
都
道
府
県
が
管
理
す

る
道
路
と
交
通
上
密
接
な
関
連

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に

つ
い
て
、
当
該
市
町
村
に
代
わ

っ
て
、
都
道
府
県
が
災
害
復
旧

工
事
等
※
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
制
度
が
、
改
正
法
に
お
い
て

創
設
さ
れ
た
。

　

今
回
、
こ
の
都
道
府
県
災
害

代
行
制
度
の
施
行
期
日
と
、
制

度
の
施
行
に
当
た
っ
て
必
要
な

細
目
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

※
道
路
の
維
持
（
道
路
の
啓

開
の
た
め
に
行
う
も
の
に
限

る
。
）
又
は
災
害
復
旧
に
関
す

る
工
事

【
２
．
改
正
の
概
要
】

①
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

　

都
道
府
県
災
害
代
行
制
度
関

係
の
規
定
の
施
行
期
日
を
令
和

３
年
６
月
20
日
と
す
る
。

②
道
路
法
施
行
令
及
び
高
速
自

動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

　

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
27
年

政
令
第
４
７
９
号
）
等
の
一
部

を
改
正
し
、
都
道
府
県
災
害
代

行
制
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
と

お
り
規
定
す
る
。

◇
都
道
府
県
が
災
害
復
旧
工
事

等
の
代
行
を
す
る
に
当
た
り
、

本
来
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て

行
う
権
限
は
、
道
路
の
災
害
復

旧
工
事
等
に
必
要
な
権
限
（
道

路
区
域
の
決
定
・
変
更
、
附
帯

工
事
の
施
行
、
道
路
に
関
す
る

工
事
の
承
認
、
占
用
許
可
、
通

行
の
禁
止
・
制
限
、
他
人
の
土

地
の
一
時
使
用
や
こ
れ
に
伴
う

損
失
の
補
償
等
）
の
う
ち
、
都

道
府
県
が
市
町
村
と
協
議
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

◇
都
道
府
県
は
、
災
害
復
旧
工

事
等
を
代
行
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
完

了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
道
路
の
路
線
名
、

当
該
工
事
等
の
区
間
及
び
開
始

等
の
日
を
公
示
す
る
こ
と
。

◇
都
道
府
県
が
、
災
害
復
旧
工

事
等
を
代
行
す
る
場
合
の
道
路

法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

技
術
的
読
替
え
を
規
定
す
る
こ

と
。

◇
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う

こ
と
。

【
３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

公
布
日
：
令
和
３
年
６
月
18
日

（
金
）

施
行
日
：
令
和
３
年
６
月
20
日

（
日
）

※
改
正
法
の
規
定
の
う
ち
、
防

災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
指
定

道
２
２
０
号
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
災
害
時

に
も
信
頼
性
の
高
い
通
行
可
能

長
19
・
２
㎞

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
を
支
援

　

重
要
港
湾
で
あ
る
志
布
志
港

の
後
背
圏
は
日
本
有
数
の
畜
産

地
帯
で
あ
り
、
輸
入
さ
れ
た
配

合
飼
料
が
九
州
各
地
へ
搬
出
さ

れ
て
い
る
。
東
九
州
自
動
車
道

（
志
布
志
～
末
吉
財
部
）
の
沿

線
地
域
で
あ
る
大
隅
地
域
は
肉

用
牛
・
豚
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
県

内
シ
ェ
ア
１
位
と
畜
産
業
が
盛

ん
な
地
域
で
あ
る
。

　

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
り
、
配
合
飼
料
や
牛
や
豚
の

生
体
輸
送
に
お
い
て
、
時
間
短

縮
に
よ
る
速
達
性
向
上
や
輸
送

に
お
け
る
走
行
環
境
改
善
に
よ

る
生
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
軽
減
が

図
ら
れ
る
な
ど
、
品
質
の
向
上

に
よ
り
畜
産
業
の
振
興
が
期
待

さ
れ
る
。

◇
企
業
立
地
に
よ
り
雇
用
や
地

域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

　

鹿
屋
市
、
大
崎
町
、
志
布
志

市
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道
や

都
城
志
布
志
道
路
等
の
開
通
を

見
据
え
た
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を

強
み
に
し
た
企
業
誘
致
に
よ

り
、
企
業
立
地
件
数
及
び
新
規

雇
用
者
数
が
増
加
し
、
有
効
求

人
倍
率
も
上
昇
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
り
、
志
布
志
方
面
へ
の
移
動

時
間
が
短
縮
し
、
企
業
の
物
流

効
率
化
や
利
便
性
向
上
に
よ
る

更
な
る
企
業
進
出
が
促
進
さ

れ
、
沿
線
の
雇
用
創
出
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
地
域
間
の
ア
ク
セ
ス
向
上
で

観
光
振
興
を
支
援

　

大
隅
地
域
は
、
「
鹿
屋
航
空

基
地
資
料
館
」
や
「
か
の
や
ば

ら
園
」
「
佐
多
岬
」
な
ど
の
観

光
施
設
が
多
数
存
在
し
、
年
間

約
１
５
２
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。

　

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
り
、
鹿
屋
市
か
ら
の
移
動
時

間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
観
光
地

で
の
滞
在
時
間
の
増
加
や
観
光

地
間
の
周
遊
性

の
向
上
な
ど
、

観
光
振
興
が
期

待
さ
れ
る
。

◇
ダ
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
交
通
機
能

確
保

　

大
隅
地
域
の

幹
線
道
路
で
あ

る
国
道
２
２
０

号
は
、
鹿
児
島

県
津
波
浸
水
想

定
で
は
志
布
志

市
、
大
崎
町
で

最
大
浸
水
深
さ

約
６
～
７
ｍ
が

発
生
し
、
浸
水

す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨

時
に
も
国
道

２
２
０
号
が
浸
水
し
て
通
行
止

め
と
な
る
な
ど
、
地
域
住
民
の

生
活
や
企
業
活
動
に
影
響
を
与

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
り
、
鹿
屋
～
志
布
志
間
で
国

東九州自動車道
志布志IC～鹿屋串良JCT

令和3年7月17日（土）　開通予定

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
東
九
州
自
動
車
道

（
志
布
志
Ｉ
Ｃ
～
鹿
屋
串
良
Ｊ

Ｃ
Ｔ
）
が
令
和
３
年
７
月
17
日

（
土
）
に
開
通
す
る
。

【
開
通
日
】

令
和
３
年
７
月
17
日
（
土
）

【
開
通
区
間
】

東
九
州
自
動
車
道
（
志
布
志
Ｉ

Ｃ
～
鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
／
延

な
迂
回
路
と
し
て
機
能
を
果
た

し
、
安
定
し
た
交
通
が
確
保
さ

れ
る
。

　

政
府
は
、
第
２
０
１
回
通
常

国
会
で
成
立
し
た
道
路
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

２
年
法
律
第
31
号
）
に
よ
り
、

道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第

１
８
０
号
）
に
創
設
さ
れ
た
限

度
超
過
車
両
の
新
た
な
通
行
制

度
に
つ
い
て
、
新
制
度
の
施
行

期
日
を
令
和
４
年
４
月
１
日
と

す
る
政
令
と
、
運
用
に
係
る
手

数
料
を
定
め
る
政
令
を
７
月
６

日
に
閣
議
決
定
し
た
。

【
１
．
背
景
】

　

改
正
法
に
よ
り
、
寸
法
、
重

量
等
に
係
る
一
定
の
限
度
を
超

え
る
車
両
（
限
度
超
過
車
両
）

を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
者

が
、
あ
ら
か
じ
め
国
の
登
録
を

受
け
た
車
両
に
つ
い
て
、
従
来

の
許
可
申
請
手
続
に
代
え
て
、

通
行
が
可
能
な
経
路
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
即
時
に
確
認
し
、
通
行

で
き
る
制
度
が
新
た
に
創
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
登
録
の
事
務
等

に
つ
い
て
、
国
だ
け
で
な
く
国

土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
指
定

登
録
確
認
機
関
も
実
施
で
き
る

こ
と
と
し
た
。

　

今
回
、
改
正
法
に
基
づ
き
、

車
両
制
限
令
（
昭
和
36
年
政
令

第
２
６
５
号
）
に
お
い
て
、
新

た
に
国
又
は
指
定
登
録
確
認
機

関
が
行
う
限
度
超
過
車
両
の
登

録
の
手
数
料
及
び
登
録
車
両
の

通
行
に
係
る
確
認
の
手
数
料
に

つ
い
て
定
め
た
。

【
２
．
改
正
の
概
要
】

（
１
）
道
路
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

　

改
正
法
に
よ
る
新
制
度
の
施

行
期
日
を
令
和
４
年
４
月
１
日

と
す
る
。

（
２
）
車
両
制
限
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

①
限
度
超
過
車
両
の
登
録
又
は

登
録
の
更
新
に
係
る
手
数
料

（
第
19
条
関
係
）

　

申
請
１
件
に
つ
き
、
５
，

０
０
０
円
と
す
る
。

②
登
録
車
両
の
通
行
に
関
す
る

確
認
の
手
数
料
（
第
20
条
関

係
）

　

確
認
の
求
め
１
件
に
つ
き
、

６
０
０
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お

い
て
確
認
の
求
め
を
行
う
場

合
に
は
、
確
認
１
件
に
つ
き

４
０
０
円
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
額
と
す
る
。

③
指
定
登
録
確
認
機
関
が
登
録

等
事
務
を
行
う
場
合
の
手
数
料

（
第
21
条
関
係
）

　

国
土
交
通
大
臣
が
登
録
等
事

務
を
行
う
場
合
の
手
数
料
と
同

　

政
府
は
、
一
般
国
道
の
維

持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他

の
管
理
を
効
率
的
に
実
施
す
る

た
め
、
国
が
管
理
す
る
国
道
の

区
間
（
指
定
区
間
）
を
指
定
す

る
「
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を

指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
を
７
月
６
日
に
閣

議
決
定
し
た
。

【
１
．
背
景
】

路線名 追加区間 延長

一般国道139号
静岡県富士市中丸字木ノ市28番3～ 

富士市蓼原字用水堀東725番1
0.9㎞

一般国道218号

宮崎県西臼杵郡五ケ瀬町大字三ケ所字西ノ谷10552番～ 

西臼杵郡高千穂町大字三田井字塩市1775番1 

（五ヶ瀬高千穂道路）

9.2㎞

宮崎県西臼杵郡日之影町大字七折字高野13022番1～ 

西臼杵郡日之影町大字七折字平底12281番1 

（高千穂日之影道路）

2.3㎞

一般国道497号
福岡県糸島市東字スス町339番～ 

糸島市二丈深江字野間ノ下1492番1
3.6㎞

3路線（4区間） 16.0㎞

「
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
を
閣
議
決
定

車
両
制
限
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
を
閣
議
決
定

額
と
す
る
。

④
そ
の
他

　

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行

う
。

【
３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

公
布
日
：
令
和
３
年
７
月
９
日

（
金
）

施
行
日
：
令
和
４
年
４
月
１
日

（
金
）

　

一
般
国
道
の
維
持
、
修
繕
、

災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
を
効

率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
一
般

国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す

る
政
令
（
昭
和
33
年
政
令
第

１
６
４
号
）
を
改
正
し
、
一
般

国
道
の
指
定
区
間
を
新
た
に
指

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
２
．
政
令
改
正
の
概
要
】

　

一
般
国
道
１
３
９
号
、

２
１
８
号
及
び
４
９
７
号
の
３

路
線
の
一
部
区
間
を
指
定
区
間

に
指
定
す
る
。

【
３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

公
布
日
：
令
和
３
年
７
月
９
日

（
金
）

施
行
日
：
令
和
３
年
７
月
20
日

（
火
）

制
度
、
沿
道
区
域
に
お
け
る
工

作
物
の
設
置
に
関
す
る
届
出
・

勧
告
制
度
の
創
設
等
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

都道府県による市町村管理道路の
災害復旧等の代行制度施行


